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１．はじめに 

火山熱水系の中心域に分布する酸性泉の溶存成分濃度を文献から収集し一覧表

に整理した。本整理結果は、今後の酸性泉の成因論的な理解、溶存成分の化学資源

化の検討、温泉・地熱エネルギー開発の際に、基礎資料として利用できる。 

 

２．文献の収集方針 

（１）酸性泉には火山性と非火山性があり、前者を収集対象とした。 

（２）酸性泉の定義は pH3 以下（環境省自然環境局、2014）であるが、日本の温泉

は pH4～5 の頻度が極端に少ないので（村岡ほか、2007）、収集対象を pH４以下とし

た。 

（３）酸性泉には自然湧出泉、掘削泉、噴気凝縮水があり、これらいずれもを収集対

象とした。 

（４）できるだけ多種類の溶存成分データを収集することを第一義として、文献に源

泉名、試料採取・分析時期、分析方法の記載がないものについても収集対象とした。

但し、希ガスと放射性元素は収集対象にしなかった。 
（５）同一源泉のデータであっても、文献が異なる際には、重複を許して収集した。 

（６）一文献中にすべての溶存成分が報告されていることは稀であり、異なる文献に

異なる溶存成分が報告されている場合には、それらを合わせ整理した。 

 

３．温泉情報の整理方針 

（１）収集した温泉情報は、エクセルファイル（酸性泉.xls）のワークシートに、

一源泉あたりを横書きに列記し、全情報を同ワークシート上に整理した。 

（２）一源泉あたりの情報は整理番号、都道府県名、温泉名（地名）、源泉名、

泉質型、泉温（℃）、pH、溶存成分濃度（mg/L）、文献名（番号）であった。 
（３）これら情報の中で泉質型は、Henley and Ellis (1983)と後藤（2000）を参考に、

SO4 型（SO4>Cl, mg/L）、HCl 型（Cl>SO4, mg/L）、H2S 型（Cl<30 mg/L）、NaCl 型

（Na>0.5Cl, mol/L）の 4 つに区分した。 

 
４．結果の概要 
収集・整理した温泉情報の概要を次の図表にとりまとめた。 

第 1 図：酸性泉の分布（番号は第１表内の番号に対応する）。 
第２図：酸性泉に報告の認められた溶存成分。 
第 1 表：酸性泉の温泉名、源泉名、泉質型。 
第２表：文献一覧（文献番号は別添エクセルファイル内の文献番号に対応）。 
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第１図 酸性泉の分布（番号は第１表内の番号に対応する） 
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第２図 酸性泉に報告の認められた溶存成分 
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第１表 酸性泉の温泉名、源泉名、泉質型

 

都道府県 源泉名 SO4 HCl H2S NaCl
北海道 1 知床硫黄山 カムイワッカ、硫黄山 ○

2 羅臼 掘削泉

3 川湯 温泉街 ○ ・

4 阿寒 渋川、白土、白湯山、フレベツ、ピリネカップ白水川 ○

阿寒湖畔ボッケ ・

雌阿寒褐鉄鉱山跡 ・

5 大雪山 白水沢、層雲峡 ・

有毒 ○ ○

中岳 ・

ヤンベ、ヤンベタップ噴気口、高原 ○

旭岳火口・噴気孔 ・ ・

旭岳火口（噴気凝縮水） ○

6 十勝岳 湯ノ沢 ○ ・

十勝岳温泉群、会田、ベンガラ ○

吹上 ○ ・

昭和火口、安政火口 ○ ○

新々噴火口（噴気凝縮水） ○ ○

7 新得町 地獄谷、新岳 ・ ○

鹿の沢 ○

8 豊羽 湯ノ沢 ・

9 ニセコ 湯本、大湯沼、小湯沼 ○ ○

五色 ○

10 登別 大湯沼、奥の湯、大正地獄、地獄谷 ○ ○ ○

11 恵山 噴気口、原田 ○

火口（噴気凝縮水） ○

12 湯ノ川 ○

青森県 13 下風呂 大湯、新湯 ○

14 恐山 恐山 ○ ○

宇曾利山湖、下北鉱区源泉 ・

15 嶽 嶽 ○

16 八甲田 八甲田 ○

北八甲田賽の河原 ・

17 酸ヶ湯 地獄沼、ふかし湯、温泉群、新湯、渡り鳥の湯、湯の川 ○

ふかし湯新道路南 ○

秋田県 18 鹿角市 市内 ・

19 秋田焼山 赤川 ・ ○

澄川 ○

蒸の湯 ○

大深 ○ ○

後生掛（大湯沼、地獄群、噴気） ○ ○

焼山、焼山火口 ○ ○

尼つぼ ・

20 玉川 王様、大噴、小噴、噴湯、叫沢、地獄谷、殺傷窪、各務沢、ヒ素川、湯川 ○ ○ ○

21 乳頭 大釜、小釜、黒湯、妙の湯、一本松 ○ ・ ○

22 田沢湖町 田沢湖町１１ ○

23 湯沢市 湯沢市内 ○ ○ ○ ・

24 栗駒 泥湯 ○ ○ ・

川原毛 ○

蓬莱高松温泉、栩湯、石神山、赤湯又沢、荒湯、稲住、文字 ○

須川 ○ ・

岩手県 25 八幡平 草ノ湯、藤七、御在所、松川、赤川上流 ○

26 雫石 犬倉元湯、網張、硫黄鉱山跡、松沢、南白沢 ○

滝ノ上 ・ ○

大地獄谷 ・

宮城県 27 鬼首 赤川温泉、血の池、奥の院、片山、鳥落し ○

女釜男釜 ○

滝ノ下 ・

荒湯 ○ ・

鬼首温泉（含蒸気井） ○ ○

28 鳴子 観光ホテル ○ ○

29 蔵王 かもしか、新噴気口、御釜火口湖 ○

温泉街、一度川、二度川、三度川 ○

福島県 30 吾妻 姥湯、赤滝 ○

高湯、微温湯 ○

一切経（噴気凝縮水） ○

31 安達太良 鷲倉 ○

岳 ○ ○

沼尻 ○ ・

32 磐梯 中ノ湯 ・

温泉名（地名）
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備考 ○：報告が 2 個以上、・：報告が１個のみ。 

  

都道府県 源泉名 SO4 HCl H2S NaCl
栃木県 33 那須 三斗小屋、殺傷石 ○

湯本元湯 ○ ・

群馬県 34 草津 湯畑、西の河原、万代鉱、常布 ○

香草 ○ ・

山頂北側噴気孔 ○

湯釜 ○ ○

35 万座 空噴、湯畑、温泉街 ○ ○

空噴（噴気凝縮水） ○

奥万座 ○

東京都 36 三原山 噴気口（噴気凝縮水） ○

37 小笠原硫黄島 馬の背（噴気凝縮水） ・ ・ ○

元山マッドポット（噴気凝縮水）、北の鼻地獄（噴気凝縮水） ○ ○

神奈川県 38 箱根 大涌谷 ○ ・ ○

大涌谷（噴気凝縮水） ○ ○

早雲地獄、湯花沢、姥子、芦之湯、仙石原 ○

１号ライン ・

静岡県 39 熱海 伊豆山 ○

新潟県 40 新潟焼山 焼山（噴気凝縮水？） ○

41 蓮華 ○

富山県 42 宇奈月 仙人湯 ・

発電所利用泉 ・

43 立山 地獄谷 ○ ○ ○

立山町 ・

新湯 ・

長野県 44 志賀高原 山の内、七味 ○

発哺 ○

45 乗鞍岳 乗鞍高原 ・

46 八ヶ岳 蓼科 ○

三室平 ○ ○

奥蓼科 ○

47 御嶽山 湯川 ・

岐阜県 48 白山 ・

大分県 49 別府 明礬 ○ ○

鶴見 ・ ○ ・

鉄輪 ○ ・ ○

柴石 ○ ・ ○

照波園 ○

立石 ・

市内 ・ ○ ○

50 湯布院 塚原 ○

51 前津江 前津江、硫黄山 ○

52 九重 久住 ・

大岳 ・ ・

筋湯 ・ ○

長者原 ○ ○

星生 ○ ・

八丁原 ・

九重観光開発 ・

硫黄山日平 ・

熊本県 52 九重 小国鉱山 ・

黒川 ・ ・ ○

53 阿蘇 湯の谷 ○

垂玉 ○

長崎県 54 雲仙 No1 ○

宮崎県 55 えびの 白鳥、大地獄 ・ ・ ・

鹿児島県 56 霧島 硫黄谷 ○ ○

林田、新湯、銀湯、太良湯 ○

明礬、栄尾 ○ ○

栗野岳 ・ ○

手洗地獄 ・ ・

白水越 ○

No.1 ○ ○ ・

57 指宿 ○

58 薩摩硫黄島 平家城、北平下、東 ○

温泉名（地名）
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第２表：文献一覧（文献番号は別添エクセルファイル内の文献番号に対応） 

番号 文献名 

１ 阿部喜久雄・茂野 博（1986）日本のいくつかの地熱地域における熱水・温

泉水の Li，Cs 含有量とその地球化学的意味．地質調査所月報，37，

625-646. 

２ 阿部喜久男・茂野博・池田喜代治・安藤直行・後藤隼次（1979）秋田県小安・

泥湯・秋ノ宮地熱地域の熱水・蒸気凝縮水の溶存化学組成，水素・酸

素同位体組成およびトリチウム濃度．地調月報，30，177-197. 

３ 安孫子勤（1991）温泉今昔物語其の８登別温泉における熱水活動の変遷．

地熱エネルギー，16，19-31. 

４ 荒木 匡（1968）本邦酸性泉のバナジウム含量．温泉科学，19，69-76. 

５ 荒木 匡（1972）本邦酸性泉のバナジウム含量（第二報）．温泉科学，23，

170-177. 

６ 荒木 匡（1972）本邦酸性泉のバナジウム含量（第三報）．温泉科学，23，

178-183． 

７ 荒木 匡(1974)八幡平周辺の酸性泉中のバナジウム．温泉科学，25，32-

37． 

８ 浅井克晏（1961）銅含有飲用の有害性に関する実験的研究．日本温泉気候

学会雑誌，25，208-218. 

９ 藤田俊一・坂元隼雄（2002）霧島火山硫黄谷・林田周辺地区熱水系の形成

機構の地球化学的研究．温泉科学，52，20-28. 

１０ 後藤達夫（1986）火山性酸性温泉とその河川水への影響１．水，28，25-34. 

１１ 後藤達夫（1986）火山性酸性温泉とその河川水への影響 3．水，28，61-71. 

１２ 後藤達夫（1995）北八甲田地区火山性酸性温泉の化学組成とその酸性温泉

のタンカル中和による荒川の水質改善について１．水，37，1，34-60. 

１３ 後藤達夫（1999）日本の酸性温泉の化学的特徴１．水，41（15），77-91． 

１４ 後藤達夫（1999）日本の酸性温泉の化学的特徴２．水，41（13），66-78． 

１５ Hedenquist, J. W., Aoki, M. and Shinohara, H. (1994) Flux of volatiles and 

ore-forming metals from the magmatic-hydrothermal system of Satsuma 

Iwojima volcano.  Geology, 22, 585-588. 

１６ 平山光衛・鈴木陽雄・宇塚清司（1990）那須山麓の温泉について．宇都宮大

学教育学部紀要，40，2，89-102. 

１７ 比留川貴・阿部喜久男（1988）鬼首地域の熱水中のトリチウム濃度及び KR-

1 号井と KR-2 号井からの地熱流体の化学組成．地質調査所報告，

268，211-227. 
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１８ 比留川貴・安藤直行・角清愛 編 (1977) 日本の主要地熱地域の熱水の化

学組成．地質調査所報告，257，1-934. 

１９ 比留川貴・安藤直行・角清愛 編 (1981) 日本の主要地熱地域の熱水の化

学組成 その 2，地質調査所報告，262，1-404． 

２０ 北海道立地下資源調査所（1976）北海道の地熱・温泉（Ａ）西南北海道中南

部，158p． 

２１ 北海道立地下資源調査所（1977）北海道の地熱・温泉（Ｂ）西南北海道北

部，198p． 

２２ 北海道立地下資源調査所(1979) 北海道の地熱・温泉 (C)北海道中央部．

地下資源調査所調査研究報告，第 7 号，192ｐ． 

２３ 北海道立地下資源調査所(1980) 北海道の地熱・温泉 (D)北海道東部．地

下資源調査所調査研究報告，10，155ｐ． 

２４ Honda, T., Nozaki, T., Ossaka, T., Oi, T. and Kakihana, H. (1988) 

Nondestractive neutron activation analysis of rare earth elements in hot 

spring water samples in Kusatsu-Shirane area, Japan. Journal of 

Radioanalytical and Nuclear Chemistry, Articles, 122, 143-151. 

２５ 一国雅巳（1959）秋田県玉川温泉の銅，亜鉛含有量について．日本化学雑

誌，80，720-722. 

２6 一国雅巳（1959）群馬県草津温泉の銅，亜鉛含有量について．日本化学雑

誌，80，1128-1130. 

２7 池田長生（1953）温泉水中のインジウムの定量法について．日本化学雑誌，

74，91-93. 

２8 池田長生（1954）那須温泉の化学的研究（第 1-3 報）．日本化学雑誌，75，

362-371. 

２9 池田長生（1954）那須温泉の化学的研究（第 4-6 報）．日本化学雑誌，75，

468-471. 

３０ 池田長生（1955）那須温泉の化学的研究（第 9-10 報）．日本化学雑誌，76，

833-839.  

３１ 池田長生（1955）温泉中の錫の定量法について．日本化学雑誌，76，1011-

1013. 

３２ Ikeda, N., Kondo, Y. and Yamashita, H. (1965) Determination of the rare 

earth elements in hot spring water by the radioactivation method.  

Radioisotopes, 14, 357-362. 

３３ 今橋正征（1973）本邦酸性泉のトリウム含量．温泉科学，24，1-7． 

３４ 今井秀喜（2004）地熱流体・温泉・鉱化流体．温泉工学会，29，61-77． 
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３５ 入江利勝・志田 勇・山形 理・鈴木雅宏（1967）蔵王温泉の生成機構に関

する一考察．地球化学，1，15-24. 

３６ Ishikawa, H., Ohba, T., Fujimaki, H. (2007) Sr isotope diversity of hot spring 

and volcanic lake waters from Zao volcano, Japan.  Journal of 

Volcanology and Geothermal Research, 166, 7-16. 

３７ 岩崎岩次（1979）玉川温泉の地球化学的研究．温泉科学，30，104-117． 

３８ Iwasaki, I, Ozawa, T. and Yoshida, M. (1966) Differentiation of volcanic 

emanation around the boiling point of water in geothermal regions. 

Bulletin Volcanologique, 29, 517-527. 

３９ Iwasaki, I., Ozawa, T., Yoshida, M., Tatsura, T., Iwasaki, B. and Kamada, M. 
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